
第34期中間報告書
平成25年6月1日から平成25年11月30日まで

ヴィジョン

京都から世界へ

「教育」というフィールドで人々の成長を支援します
・  「自立」をテーマに、顧客への提供価値を高めます
・  学習塾事業での新たな展開と、将来の成長を担う新規事業への積極的な投資を行います
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※第32期は決算期変更により期間が3カ月となるため、業績の推移から省略しております。

M e s s a g e  f r o m  t h e  P r e s i d e n t社長メッセージ

代表取締役社長 白川 寛治

株主の皆様へ

　株主の皆様には、平素よりご支援を賜り、厚くお
礼申し上げます。
　近年の教育業界は、少子化と学習塾市場の成熟が
進むとともに、教育ニーズの多様化が進んでおりま
す。当社グループにおきましては、既存事業につい
ての革新的施策と、新たな経営の柱としての新規事
業の発展に注力しております。
　当第２四半期連結累計期間における業績につきま
しては、期中平均生徒数が21,914人となり、売上
高が5,166百万円（前年同期比102.5％）となりま
した。利益においては、営業利益328百万円（同
115.6％）、経常利益321百万円（同121.5％）とな
りました。四半期純利益は166百万円（同132.4％）
となりました。
　当社グループでは、教育理念の一つである、“自
立と貢献のできる人材育成”の実現を目指し、既存
事業である学習塾事業において、子どもたちに自ら
学ぶ力をつける新たな取り組みを進めております。
自ら学ぶ力をつけるには、将来、自分がなりたいイ

メージを明確に持つこと、学ぶことの価値を知るこ
とが重要です。自らの目標を明確にし、きちんとし
た習慣づけを行う『リーチング・メソッド』を当社
グループの教育プログラムの基礎として位置づけ、

「自立」をテーマとした指導への転換を行っており
ます。
　メディア各社にも取り上げられた「ほめる指導」
については、先生が生徒をほめることで生徒の自己
肯定感を高め、自ら学びに向かう姿勢を育みます。
また、社員についても、上司から部下への称賛や感
謝の言葉を社内で共有することで、社内に活気が生
み出されています。
　今後は、学習塾事業において、新たな試みとなる
高校入試専門校舎を京都に開校するほか、個別指導
のフランチャイズ展開を積極的に進め、京進ブラン
ドのさらなる展開を目指します。また、「自立でき
る人」をテーマとした一貫性のある教育プログラム
の開発をさらに進めてまいります。
　新規事業の展開を担うその他の教育関連事業にお
きましては、積極的な教室展開に向けた活動を行っ
ております。特に日本語教育事業においては、中国

や東南アジア各国における大学との関係を深め、留
学生の受け入れ支援をさらに進めるとともに、その
後の就職支援までを視野に入れた事業へと発展させ
ていく予定です。
　株主の皆様にはより一層のご支援とご鞭撻を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。



　知育と英語教育に特長の

ある当社グループの保育園

ＨＯＰＰＡの第2号園が平成

25年12月1日、東京の世田

谷区経堂に開園しました。

大都市圏では幼児期からの

第2号保育園 東京に開園
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商 号 株式会社 京 進
（英語名 KYOSHIN CO.,LTD.）

本社所在地 〒600-8177
京都市下京区烏丸通五条下る
大阪町382-1
TEL 075-365-1500（代表）

創 業 昭和50年6月
設 立 昭和56年4月2日
資 本 金 327,893千円
役 員 代表取締役会長 立 木 貞 昭

代表取締役社長 白 川 寛 治
専務取締役 土 坂 義 高
取 締 役 髙 橋 良 和
取 締 役 樽　井　みどり
取 締 役 福 澤 一 彦
常勤監査役 福 盛 貞 蔵
監 査 役 尾 川 宣 之
監 査 役 市 原 洋 晴

従 業 員 数 660名（連結）
（平成25年11月30日現在）

会社概況 （平成25年11月30日現在） 株式情報 （平成25年11月30日現在）

株主名 持株数（千株）持株比率（％）
株式会社TCKホールディングス 2,474 29.47
京進社員持株会 607 7.22
株式会社三菱東京UFJ銀行 342 4.07
京進取引先持株会 264 3.14
立木泰子 254 3.03
立木康之 254 3.03
立木貞昭 251 2.98
白川寛治 250 2.98
株式会社京都銀行 208 2.47
株式会社池田泉州銀行 208 2.47

大株主（上位10名）発行可能株式総数 ／
・・・・・ 22,640,000株

発行済株式の総数 ／
・・・・・ 8,396,000株

株主数 ／
・・・・・・・・ 1,303名

所有者別株式数分布

個人・その他
4,488千株（53.6％）

合計
8,396
千株

外国法人
8千株（0.1％）

金融商品取引業者
26千株（0.3％）

金融機関
1,260千株（15.0％）

その他の法人
2,605千株（31.0％）

株主メモ
事 業 年 度 6月1日〜翌年5月31日
定時株主総会の基準日 5月31日
期末配当金受領株主確定日 5月31日
中間配当金受領株主確定日 11月30日
定 時 株 主 総 会 毎年8月

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話　0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う。

公告掲載URL　http://www.kyoshin.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に掲載いたします。）

（ご注意）
1． 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座

を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本
支店でもお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いい
たします。

ー 自ら学ぶ力をつけるために ー

灘校伝説の元国語教師、故 橋本武先生に監修い
ただき生まれた「銀の匙」様式国語授業。「自ら
考え、自ら学ぶ」力をつけることを目的に、た
くさんの“寄り道”をするこ
とで、知識習得と同時に学ぶ
意欲を育みます。

学年、年齢に関係なく、一人一人の理解度にあ
わせた自学自習形式の教材で、図形脳を育みます。

単調になりがちな反復学習をリ
アルタイムの対戦形式で行うこ
とで、楽しんで学習ができます。

遊ぶように学ぶ「銀の匙」様式国語授業

図形脳を育む進級式の図形専門教材
「図形の極（きわみ）」

タブレット端末で対戦型の計算特訓
「FLENS（フレンズ）リアル対戦型計算特訓」

ほめる指導

教育ニーズが強く、保護者の方のニーズとＨＯＰＰＡのコン

セプトがぴたりと重なり、首都圏初進出のＨＯＰＰＡですが、

2回実施した事前説明会も満席となる好評ぶり。すぐに入園

定員の半数が埋まり、滑り出しは順調です。

　既に東京に3校展開している当社グループの日本語学校が、

平成26年4月京都に開校します。定員は80名で、世界各国か

らの留学生を対象に習熟度に応じたクラス設定での日本語教

育を行います。

平成26年4月 京都に日本語学校開校

　日本語以外にも陶芸体験や茶道体験など、日本文化を身近

に感じられる古都京都ならではのプログラムを学校行事や課

外活動に盛り込みます。

　当社グループは、日本語教育を通じて、国際社会で活躍で

きる人材育成に取り組みます。

中部大学 深谷圭助准教授による
「辞書引き特別体験学習会」
辞書引きにより言葉への
興味を引き出す体験学習
イベントを実施しています。

中学受験合格を目指す小学４・５・６年生
を対象にした、科学への興味を引き出し大
きな夢を与える特別講義を開催しています。

第１回：京都大学地球環境学堂 舟川晋也教
授「世界の農業と環境問題」
第２回：甲南大学理工学部　田中修教授「植
物たちの“ふしぎ”を追って！～科学する
心を育てる～」

個別指導部門京進スクール・ワンを中心に、ほ
めることで生徒のやる気と学力を伸ばす指導を
行っています。生徒の良いところ、頑張っている
ところを見つけて積極的にほめる取り組みです。
ほめられたことを明文化して残す『ほめシート』
を活用し、感性的になりがちだった“ほめること”
に関する仕組みづくりを行うことで、生徒のモチ
ベーションアップを図っています。

当社グループの学習塾事業では、東京大学准教授で脳研究者の池谷裕二先生にご協力いただき「脳科学に
基づく学習法１０ヶ条」を作成し、脳科学を取り入れた学習指導を展開しています。生徒自らに興味を持
たせ、自発的に学びに向かわせる指導法、学習の習慣づけや目標設定に役立つプログラム、独自の指導カ
リキュラムやテストスケジュールなどは、脳科学の見地からも実効性が認められています。

・目標や夢が明確になり、学習習慣が定着
・生徒が自発的に興味を持って学びに向かう

『リーチング・メソッド』～脳科学に基づく最先端の学習指導法～

中学受験アカデミック特別講義

自ら学ぶ力

2013/10/9（水）
京都新聞 13面（地元経済）

『京進が日本語学校』

T o p i c s

タブレットを使って
楽しく学べる！


